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 A＝B＝C＝D＝+Q 

 点 Aが Bと Cから受ける力は等しいので 
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次に点 Aが点Dから受ける力を考える。点Aと点Dは a2 だけ離

れていることが分かる。よって r= a2 とすると 
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次に合力を考える、まず点 Bと Cから受ける力の合力を考える。 

この場合の合力は 2
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 そして、この B と C の合力と、点 D の力と足すと、B と C と D

の合力が求まる。よって、 
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